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やすきち 

保吉 はずつ と 以前から この 店の 主人 を 見知って ゐる _ 

ずっと 以前から、 II 或は あの 海軍の 学校へ 赴任し 

た 当日だった かも 知れない。 彼 はふと この 店へ マッチ 

を 一 つ 買 ひに は ひった。 店に は 小さい 飾り窓が あり、 

窓の 中には 大将 旗 を 掲げた 軍艦 三 笠の 模型の ま はりに 

キ ユラ ソ ォの壜 だの ココアの 罐 だの 干し葡萄の 箱 だ の 

が 並べて ある。 が、 軒先に 「たばこ」 と 抜いた 赤 塗り 

の 看板が 出て ゐ るから、 勿論 マッチ も 売らない 害 はな 

のぞ 

い。 彼 は 店を視 きこみながら、 「マッチ を 一 つくれ 給 

へ」 と 云った。 店先に は 高い 勘定 台 t の 後ろに 若い 眇 

の 男が 一人、 つまらな さう に ih んでゐ る。 それが 彼 



「檀那、 マッチ は 此処に あります ぜ。」 

保吉は 内心 凱歌 を 挙げながら、 大型の マッチ を 一 箱 

買った。 代 は 勿論 一 銭で ある。 しかし 彼 はこの 時 ほど、 

マッチの 美し さ を 感じた こと はない。 殊に 三角の 波の 

ほ まへ せん い 

上に 帆前船 を 浮べた 商標 は 額縁へ 入れても 好い 位で あ 

る。 彼 は ズボンの ポケットの 底へ ちゃんと その マッチ 

と. V- と. V- 

を 落した 後、 得々 とこの 店 を 後ろに した。 …… 

はんとし 

保吉は 爾来 半年ば かり、 学校へ 通 ふ 往復に 度た び こ 

の 店へ 買 ひ 物に 寄った。 もう 今では 目をつぶ つても、 

はっきり この 店 を 思 ひ 出す ことが 出来る。 天井の 梁 か 

らんま 

ら ぶら 下った の は 鎌 倉の ハムに 違 ひない。 欄間の 



も 硝子 は 漆喰 塗りの 壁へ 緑色の 日の 光 を 映して ゐる。 

板張りの 床に 散らかつ たの は コンデンス ド • ミルクの 

広告で あらう。 正面の 柱に は 時計の 下に 大きい 日 暦が 

かかって ゐる。 その外 飾り窓の 中の 軍艦 三 笠 も、 金 線 

サイ ダァの ポスタ ァも、 椅子 も、 電話 も、 自転車 も、 

ほ "r だ う 

スコットランドの ゥ イス キイ も、 アメリカの 乾し 葡萄 

も、 マニラの 葉巻 も、 エヂ ブトの 紙 巻 も、 燻製の 鰊 も、 

牛肉の 大和煮 も、 殆ど 見覚えの ない もの はない。 殊に 

高い 勘定 台の 後ろに 仏頂面 を 曝した 主人 は 飽き飽き 

する ほど 見慣れて ゐる。 いや、 見慣れて ゐ るば かりで 

い か せき 

はない。 彼 は 如何に 咳 をす るか、 如何に 小僧に 命令 を 



する か、 ココア を ー罐買 ふに しても、 「Fry より はこち 

ら になさい。 これ は オランダの Droste です」 などと. 

ことごと 

如何に 客 を 悩ませる か、 —— 主人の 一挙一動 さへ 悉 

くとうに 心得て ゐる。 心得て ゐ るの は 悪い ことで はな 

い。 しかし 退屈な こと は 事実で ある。 保吉は 時々 この 

店へ 来る と、 妙に 教師 をして ゐ るの も 久しい もの だな 

と考 へたり した。 (その 癖 前に も 云った 通り、 彼の 教 

師の 生活 はま だ 一 年に もなら なかった ので ある！) 

けれども 万 法 を 支配す る 変化 はや はりこの 店に も 起 

ら ずに はすまない。 保 吉は或 初夏の 朝、 この 店へ 煙草 

を 買 ひに は ひった。 店の 中 はふ だんの 通りで ある。 水 



を 撒った 床の 上に コンデンス ド • ミルクの 広告の 散ら 

かって ゐる こと も 変り はない。 が、 あの 眇の 主人の 

代りに 勘定 台の 後ろに 坐って ゐ るの は 西洋 髪に 結った 

女で ある。 年 はやつ と 十九 位で あらう。 En face に 見 

た 顔 は 猫に 似て ゐる。 日の 光に ずっと 目 を 細めた、 一 

筋 もま じり 毛の ない 白 猫に 似て ゐる。 保吉 はお やと 思 

ひながら、 勘定 台の 前へ 歩み寄った。 

「朝日 を 二 つくれ 給へ。」 

「はい。」 

はづ 

女の 返事 は羞 かし さう である。 のみならず 出した の 

さよく じ つき 

も 朝日で はない。 二つと も 箱の 裏側に 旭日 旗 を 描いた 



して ゐる。 

すると 奥から 出て 来たの は 例の 眇 の 主人で ある。 

主人 は 三 笠 を 一目 見る と、 大抵 容子を 察したら しい。 

あ ひか はらず 

け ふ も 不相変 苦り切った まま、 勘定 台の 下へ 手 を 入れ 

るが 早い か、 朝日 を 二つ 保吉へ 渡した。 しかし その 目 

ほほる i 

に はかす かに もしろ、 頰 笑みら しい ものが 動いて ゐる。 

「マッチ は？」 

のど こび 

女の 目 も 亦 猫と すれば、 喉 を 鳴らし さう に媚を 帯び 

てんとう 

てゐ る。 主人 は 返事 をす る 代りにち よいと 唯 点頭した。 

女 は 咄嗟に (！) 勘定 台の 上へ 小型の マッチ を 一 つ 出 

はづか 

した。 それから —— もう 一度 羞 しさう に 笑った。 



た。 と 云っても 恋愛に 落ちた 訣 ではない。 唯妣 何にも 

人慣れない 所に 気軽い 懐し み を 感じ 出した ので ある。 

きび 

或 残暑の 厳しい 午後、 保吉は 学校の 帰りが けに この 

店へ ココア を 買 ひに は ひった。 女 はけ ふ も 勘定 台の 後 

かう だん くら ぶ にきび 

ろに 講談 倶楽部 か 何 か を 読んで ゐる。 保吉は 面皰の 多 

い 小僧に Van Houten はない かと 尋ねた。 

「唯今 あるの はこれば かりです が。」 

小僧の 渡した の は Fry である。 保 吉は店 を 見渡し 

た。 すると 果物の 罐詰めの 間に 西洋の 尼さん の 商標 を 

つけた Droste も 一 罐 まじ つ てゐ る。 

「あすこに Droste も ある ぢ やない か？」 



「は あ、 それだけだった と 思 ふけれ ども。」 

「実は、 この Fry の ココアの 中には 時々 虫が 湧いて ゐ 

るんだ が、 —— 」 

保吉は 真面目に 話しかけた。 しかし 実際 虫の 湧いた 

ココアに 出合った 覚えの ある 訣 ではない。 唯 何でも か 

う 云 ひさへ すれば、 VanHouten の 有無 は 確かめさせ 

る 上に 効能の ある こと を 信じた からで ある。 

「それ もず ゐ ぶん 大きい やつが ある もんだ からね。 丁 

度 この 小指 位 ある、 …… 」 

女 は 聊 か 驚いた やうに 勘定 台の 上へ 半身 をのば し 

た。 



「そっちに もま だぁリ やしない かい？ ああ、 その後 

ろの 戸棚の 中に も。」 

「赤い のば かりです。 此処に あるの も。」 

「ぢゃ こ つちに は？」 

あづま つつ 

女 は 吾妻 下駄 を 突かけ ると、 心配 さう に 店へ 捜しに 

来た。 ぼんやりした 小僧 もやむ を 得ず 罐詰めの 間な ど 

を視 いて 見て ゐる。 保吉は 煙草へ 火 をつ けた 後、 彼等 

へ 拍車 を 加へ る やうに 考へ考 へし や ベリつ づけた。 

「虫の 湧いた やつ を 飲ませる と、 子供な ど は 腹 を 痛め 

るし ね。 (彼 は 或 避暑地の 貸し 間にた つた 一 人 暮らし 

てゐ る。) いや、 子供ば かり ぢ やない。 家内 も 一 度 ひど 



い 目に 遇った ことがある。 (勿論 妻な ど を 持った こと 

はない。) 何しろ 用心に 越した こと はな いんだから。 

…：- J 

保吉 はふと 口 をと ざした。 女 は 前掛けに 手 を 拭きな 

がら、 当惑 さう に 彼 を 眺めて ゐる。 

「どうも 見えな い やうで，、， J ざ いますが。 」 

女の 目 は おどおどして ゐる。 口 もと も 無理に 微笑し 

てゐ る。 殊に 滑稽に 見えた の は 鼻 も 亦つ ぶつぶ 汗をか 

せつな 

いて ゐる。 保吉は 女と 目 を 合せた 刹那に 突然 悪魔の 乗 

おじぎ さう 

リ移 るの を 感じた。 この 女 は 云 はば 含羞 草で ある。 一 

定の 刺戟 を 与へ さへ すれば、 必ず 彼の 思 ふ 通りの 反応 



を呈 する のに 違 ひない。 しかし 刺戟 は 簡単で ある。 ぢ 

つと 顔 を 見つめても 好い。 或は 又 指先に さはっても 好 

い。 女 はきつ とその 刺戟に 保吉の 暗示 を 受けと るで あ 

らう。 受けと つた 暗示 を どうす るか は 勿論 未知の 問題 

である。 しかし 幸 ひに 反撥し なければ、 —— いや、 猫 

は 飼っても 1^ い。 が、 猫に 似た 女の 為に 魂 を 悪魔に 売 

り 渡す の はどう も 少し 考へ ものである。 保 吉は吸 ひか 

けた 煙草と 一 しょに、 乗り移った 悪魔 を 抛り 出した。 

不意 を 食った 悪魔 はとん ぼ 返る 拍子に 小僧の 鼻の 穴へ 

飛び こんだ ので あらう。 小僧 は 首を縮め るが 早い か、 

つづけさ まに 大きい 嚏 をした。 



「ぢゃ 仕 かたがない。 Droste を 一 つくれ 給へ。」 

保吉は 苦笑 を 浮かべた まま、 ポケット のばら 銭 を 探 

り 出した。 

その後 も 彼 はこの 女と 度た び 同じ やうな 交渉 を 重ね 

た。 が、 悪魔に 乗り移られた 記憶 は 仕 合せと 外に は 持 

つて ゐ ない。 いや、 一度な ど はふと した はずみに 天使 

の 来たの を 感じた こと さへ ある。 

或 秋 も 深まった 午後、 保吉は 煙草 を 買った 次 手に こ 

の 店の 電話 を 借用した。 主人 は 日の 当った 店の 前に 空 

気 ポンプ を 動かしながら、 自転車の 修繕に 取り かかつ 

てゐ る。 小僧 もけ ふ は 使 ひに 出たら しい。 女 は 不相変 



勘定 台の 前に 受取り か 何 か 整理して ゐる。 かう 云 ふ 店 

の 光景 はいつ 見ても 悪い もので はない。 何処か 阿蘭陀 

の 風俗画 じみた、 もの 静かな 幸福に 溢れて ゐる。 保吉 

は 女の すぐ 後ろに 受話器 を 耳へ 当てた まま、 彼の 愛蔵 

する 写真版の De Hooghe の 一 枚 を 思 ひ 出した。 

しかし 電話 はいつ になっても、 容易に 先方へ 通じな 

いらし い。 のみならず 交換手 もどう したの か、 一二 度 

「何番へ？」 を 繰り返した 後 は 全然 沈黙 を 守って ゐる。 

保吉は 何度も ベル を 鳴らした。 が、 受話器 は 彼の 耳へ 

ぶつぶつ 云 ふ 音 を 伝へ る だけで ある。 かう なれば もう 

De Hooghe など を 思 ひ 出して ゐる 場合で はない。 保 



吉 はま づ ポケットから Spargo の 「社会主義 早 わかり」 

を 出した。 幸 ひ 電話に は 見台の やうに 蓋の なぞへ にな 

つた 箱 もつ いて ゐる。 彼 は その 箱に 本 を 載せる と、 目 

は 活字 を 拾 ひながら、 手 は 出来るだけ ゆっくりと 強情 

に ベル を 鳴らし 出した。 これ は 横着な 交換手に 対する 

彼の 戦法の 一 つで ある。 いっか 銀座 尾 張 町の 自働 電話 

へ は ひった 時には やはり ベル を 鳴らし 鳴らし、 とうと 

う 「佐 橋甚 五郎」 を 完全に ー篇 読んで しまった。 け ふ 

も 交換手の 出ない 中 は 断じて ベルの 手 を やめない つも 

りで ある。 

さんざ ん 交換手と 喧嘩した 挙句、 やっと 電話 を かけ 



「玄米 珈徘の 聞き違 へ だら う。 」 

「ゲン マイ 珈啡？ ああ、 玄米から 捲へ た珈 酔。 I 

I 何だか 可笑しい と 思って ゐた。 ゼン マイって 八百屋 

にある もので せう？」 

保吉は 二人の 後ろ姿 を 眺めた。 同時に 又 天使の 来て 

ゐ るの を 感じた。 天使 は ハムの ぶら 下った 天井の あた 

り を 飛揚した まま、 何にも 知らぬ 二人の 上へ 祝福 を授 

けて ゐ るのに 違 ひない。 尤も 燻製の 鯡の 句に 顔 だけ 

はちよ いとし かめて ゐる。 —— 保吉は 突然 燻製の 鯡を 

買 ひ 忘れた こと を 思 ひ 出した。 鯡は 彼の 鼻の 先に 浅 ま 

しい 形骸 を 重ねて ゐる。 



「おい、 君、 この 鯡を くれ 給へ。」 

女 は 忽ち 振り返った。 振り返つ たの は 丁度 ゼン マイ 

の 八百屋に ある こと を 察した 時で ある。 女 は 勿論 その 

話 を 聞かれた と 思った のに 違 ひない。 猫に 似た 顔 は 目 

を 挙げたと 思 ふと 見る見る 羞か しさう に 染まり 出した _ 

保吉は 前に も 云 ふ 通り、 女が 顔 を 赤め るのに は 今まで 

にも 度た び 出合って ゐる。 けれども まだ この 時 ほど、 

まつ 赤に なった の を 見た こと はない。 

「は、 鯡 を？」 

女 は 小声に 問 ひ 返した。 

「ええ、 鯡 を。」 



しゅしょ-つ 

保吉も 前後に この 時 だけ は 甚だ 殊勝 に 返事 をした。 

かう 云 ふ 出来事の あった 後、 二月ば かりたった 頃で 

よくと し 

あらう、 確か 翌年の 正月の ことで ある。 女 は 何処へ ど 

うした のか、 ぱ つたり 姿 を 隠して しまった。 それ も 三 

日 や 五日で はない。 いつ 買 ひ 物に は ひって 見ても、 古 

すがめ 

い スト ォヴ を据 ゑた 店に は 例の 眇 の 主人が 一 人、 退 

屈さう に 坐って ゐる ばかりで ある。 保吉 はちよ いと も 

の 足らな さ を 感じた。 又 女の 見えない 理由に いろいろ 

想像 を 加へ など もした。 が、 わざわざ 無愛想な 主人に 

力み 

「お上さん は？」 と 尋ねる 心 もちに もなら ない。 又 実 

際 主人 は 勿論 あの はにかみ屋の 女に も、 「何々 を くれ 



出した の は、 …… 保吉は 歩みつ づけた まま、 茫然と 家々 

みなみかぜ まる 

の 空 を 見上げた。 空に は 南風の 渡る 中に 円い 春の 月 

がー つ、 白 じろ とかす かに かかって ゐる。 …… 

(大正 十二 年 十 一 月) 
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